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農学部年報第25号の刊行によせて 

 

岩手大学農学部長 倉 島 栄 一 

 

 2020年６月も末となったころ，岩手大学の将来を展望する2020ビジョンの原案が示されました．10

月を迎えた今も成案とはなっていません．混迷のなかを切り開き標となるのは，いつの時代も知力と意

志であり，それを支える強固な理念も必要となると思われます．このビジョンはさておき，そのなかで

岩手大学に必要な根源を問われていることは間違いないようです． 

起こり得るさまざまな事象は不確実性を増しています．まもなく10回目の3.11を迎えます．この規

模の地震の生起確率は1/1000と言われていました．この10年は災害の10年でもありました．2014年

には雫石，紫波町を中心に大雨による洪水被害がありました．岩手県の内陸でおおむね 50年に 1回の

頻度で発生する一連の降雨による雨量は 250～270mm と推計されます．この大雨では局地的とはいえ

300mm を超える雨量が観測され，御明神演習林を流れる赤沢川では橋梁が流され，濁流となった林道網

は土砂によって寸断されました．岩手県の内陸部は降雨量が少なく紫波町の滝名川流域では，近年に至

るまで農業用水にまつわる水争いが絶えませんでした．かつての干ばつ常習地域もこの豪雨にみまわれ，

この上流の山王海ダムへの道路もおおよそ 3 年にわたり通行不能となりました．記憶に新しい 2016年

台風10号は，陸を経由することなく大船渡に直接，上陸し，小本川流域で大きな被害が発生しました．

このときの雨量も300mm超えでした．確率的な予測という手法が，ほぼ成り立たなくなっているとも言

えます． 

 感染症と環境との関連性も指摘されています．森林の減少によって動物と人間の距離が不可避的に接

近しています．これが一因とも言える人獣共通感染症がきわめて大きな脅威となって迫っています．エ

ボラ出血熱，SARS，MARSなどの感染症に引き続き，今回のパンデミックも必然的に起こったと考える

ことができます．14世紀にヨーロッパを襲ったペストとともに文明の試練とも位置付けられますが，こ

れらの生起は数100年程度の時間スケールでは測れないものとも推測できます． 

国連は 2020 年版の世界幸福度ランキングを発表しました．わが国は３年連続で順位を下げ続け，62

位でした．特に評価が低いのは寛容さで，人とのつながりの希薄さを原因とする指摘もあります．かつ

て，農業が展開される農村は狭小な地縁や因習が根強く残るムラ社会の側面もありましたが，人のつな

がりは豊かでもあり，幸福の原風景とも言えます． 

 食料の持続的供給，安全な水，これらを支える生命科学，幸福感の追求に，対パンデミックを新たな

座標軸に加え，農学はこれら多次元の分解能をあげることが求められます．その確実の歩みの証左とな

るのが，この冊子です．今年の思いは特別でしょう． 

 

令和２年11月 
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